
 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

水上校区では、毎朝、地域の方々が大きな交差点を中心に見守り活動を行っていますが、い

つ大きな事故が発生するか分かりません 
 

注意することは、 

                          

などの               が大切です。 

 

 また、自転車に乗る際は、頭部への致命傷を避ける為にヘルメットの着用をよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 私、長田駐在所百﨑一兵は３月いっぱいをもって、任期を終えます。 

 思い返せば、４年前の４月、着任と同時に緊急事態宣言が発令される 

など、従来の生活とは違った形で駐在所勤務が開始されました。 

 皆様が不安な生活を送る中でも温かく私たち家族を受け入れてくれたことを 

鮮明に覚えています。 

 この４年間は、パトロール中や巡回連絡の途中に沢山の方々から笑顔で声を 

掛けて頂いたり、時には親しくなった方がお亡くなりになったりする等、嬉しい、 

楽しい事だけでなく、辛いことも間近で住民の方々と共有するという駐在所で 

なければ経験することができない事がたくさんありました。 

 「一兵さん、困った事ないか」「ももちゃんありがとう」等と優しく親しみを持って接してくれ

たり、ボランティア活動などを積極的に参加したりする地域性を目の当たりにして、本当に地域の

為に何ができるのかを考えさせられ、真に優しさ、親切心の大切さに気付かされました。 

 今年に入り、「この道をあと何回通るかな、この風景も時が経つにつれ少しずつ変わっていくの

かな」等と感慨深い思いでパトロールしています。 

 私にとって、知り合った住民の方々はもちろん、水上校区の通学風景、春先の高菜漬けの匂い、

トラックに乗った出荷途中のセロリ、坂田さんという苗字が多すぎて困ったこと等の思い出は一生

忘れません。 

 こんなにも親しみを持ってくれた地域の方々には本当に感謝しかありません。 

 家族共々、４年間お世話になりました。 

  

  

  

長 田 駐 在 所  だ  よ  り 

令和２ 年１月 号 
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